日本から 南洋へ かけての 火山の 活動の 時間 分布 を 調 

ベて いるう ちに、 火山の 名前の 中には 互いによ く 

にかよ 

似通った のが 広く 分布され ている ことに 気が ついた。 

たとえば 日本の r ァ ソ」、 「ウス」、 「ォソ レ」、 「ェ サン」、 

r ゥン セン」 等に 対して カムチャツカの 「ゥ ソン」、 マ 

リ アナ 群島の 「ァ ソンソン」、 ス マトラの 「ォサ ー ル」 

などが あり、 また わが国の 「ッ ルミ 岳」、 「タル マイ 山」、 

「ダル マ 山」 に 対し ジャ ヴァの 「ティエリ マイ」、 「デラ 

メン」 などが あると いう 類で ある。 それで、 これ は 偶 

然の 暗合で あるか、 あるいは これらの 間にい くぶん か 

の 必然的 関係が あるか をで きるな ら 統計学 的 の 考え か 



ろで は これらの 伝説 は 自然科学 的の 立場から 見れば ほ 

とん ど 無価値な もので あり、 また アイヌ 語に よる 解釈 

も 部分的に は 正しい かもしれ ない が 到底 全部が 正しく 

ない こと は、 人に よって 説の 違う 事実から でも 説明 さ 

れる。 

それで 唯一 の 科学的 方法 は これらの あらゆる 不確実 

な 伝説 や 付会 説 を ひ と まず 全部 無視し て、 そうして 現 

在の 山 名 そのもの を 採り、 全く 機械的に 統計に かける 

ことで ある。 たとえば 硫黄 岳と か 硫黄山と 言つ て も、 

それが はたして 硫黄 を 意味す る もので あるか 実は 不明 

、> おう 

である。 のみならずむ しろあとから 「硫黄」 をう まく 



さ て Aso, Usu, uns(z)en, Esan の 四つ を 取って み 

る。 これ はいずれ も 母音で 始まり、 次に 子音で 始まる 

綴 音が 来る。 終わりの n は 問題外と する。 

一 般に 母音で 始まり 次に いずれ か 任意の 一 つの 子音 

の 来る 場合が 火山の 表 中で 何個 あるか を 数えて みる。 

この 数 を N(vc) で 表わす。 すると この 中で ある 特定 

の 一 つの 子音、 たとえば S なら S が 出現 するとい う 事 

の プロ バビ リテ— はいくら か。 こ の 確率 は 可能な 子音 

の 種類の 数 (ひとする) の 逆数と なる。 それで 全然 偶 

然的 暗合な らば 現われるべき この 型の 火山 名の 数 n は 

N(vc).l. Q になる はずで ある。 しかるに 実際に はこの 



特定 型の ものが m 個 あると する (ァソ の 場合で は m = 

^ )。 さすれば 

^実際 数 W 偶然 数 n = mQ/N(vc) 〔# 「実 

際 数，^ 偶然 数 n」 「mQ/N(vc)」 は 分数〕 

なる 比が 大きい ほど 暗合で ない らしい、 何 か 関係が あ 

るら しい 確率が 増す ので ある。 少なくも m 個のう ちの 

若干 は 互いに 関係が ありそう だとい うこと になる であ 

ろう。 もっとも 厳密に 言えば このほかに 日本語の 特徴 

として はこの ような 組み合わせの 現われる 一 般 的の 確 

率 を 考慮に 入れるべき であるが、 これ は 容易で ないか 

らしば らく 窆外視 する。 



子音 数 Q を どう 取る かが かなりむ つかしい 問題に な 

るが、 「ァ ソ」 の 場合 は、 かりに これ を 9 と 取る。 すな 

わち (k, g) (s, z) (t, d) ( n) (p, b, hi) (m, b, mb, np) 

( y) ( r) ( w) の 9 とする。 また 山 名と して は 山 • 岳- 

島 • 登 • ヌ プリ • 峰 等の 文字 を 引き去った 残り だけ を 

はくさん が つ さん 

取り扱う 事に する。 ただし 白山 • 月 山 は そのままに 取 

る。 また シラブルの 終わりの n は 除外す る ことにする 

まず 歴史 時代に 噴火の 記録の ある もの だけに ついて 

見る と N(vc)=8 である。 (ただし 硫黄、 岩 雄 も iwp 

iwao として この 部分に 算入す る。 すなわち わざと 都 

合の 悪い ほう を 選ぶ ので ある。) さすれば » = 4 X 9 .1. 



8 = 4.5 となる。 少し 虫の よい 取り 方 をして 硫黄、 岩 雄 

を Yuwo, Yuwao と 見て 除けば N(vc)= 4 となり： R = 9 

となる。 

次に 消火 山 活火山 を も 合わせて 取り扱う 場合に は、 

N-(vc) = 11 となり、 3.3 に 減ずる が、 硫黄 • 岩 雄 

の 頭が y なる 子音 だとして、 この ァソ 型から 除けば ズ 

= となる。 

こま たけ くめし ま 

次に Koma (駒が 岳)， Kaimon, Kume (久米 島)， 

JcimpIU(Rlt&)， Kmlmpu, Kombu, 1C ひ mui を 取. W は m = 

7 である。 この場合 は 子音 始まりで 子音 一 一 つ の 場合と 

して、 一般の 子音 二つの ものの 数 N(cc) を 求める と、 



消火 山 も 入れて であるから N(cc) = 48 である。 ここ 

でも 子音 数 を Q とする 偶然の 確率 は ー .1. Q(Q-l) (た 

だし 子音 二つが 異なる として) であるから 

R = mQ(Q-l)/N(cc) 〔# 「mQ(Q-l)/N(cc)」 

は 分数〕 

0= 9,m= 7,N= 48 であれば^ = 10.5 となる。 活火 

山 だけ だと m = 2 なる 代わりに N = 14 となる ので » 

= 10.3 で やはり ほぼ 同値と なる。 いずれにしても 偶然 

の 場合と は 桁 数が ちがって 多い。 この場合 でも 一般の 

日本語に km なる 結合の 起こる 確率 を 考慮に 入れて 補 

正 すれば よいが、 これ はしば らく 省略す る ほか はない。 



しかし これ は 現在の 場合 結果の 桁 数 を 変える ほどの 影 

響が ありそう もない こと は 少し あた つて みても わかる 

と 思う。 

Turumi, Tarumai, Daruma の 場合 は、 活火山 だけ 

だと タル マイ 一 つ、 すなわち m= 1 で 統計 価値が あま 

りに 少ない から、 消火 山 も 入れて n = 3 の 場合 を 考え 

る。 この場合 は 子音 三 つで あつ て N の 最多数な 場合で 

ある。 それでもし この場合の 数 N(ccc) を 現在の 表 

中の 火山の 総数に 等しい と 取れば、 これ は 結果の R を 

少なく する ほうの 取り 方で あるから これで 得られた R 

が 大きければ、 ほんとう はもつ と 大きい 事になる。 そ 



れ でかり にそうして みる。 さすれば この場合 N(ccc) 

= 167, m = 3 また 子音 三 個の 組み合わせの 順列の 数 は 

9 x 8 x 7 = 504 であるから、 » = 3 X g + 167 = 9.0 

強と なる。 

鳥 海山 は トリノ ゥミと 言ったら しい 形跡が あるので ■ 

これ も 入れる とすると R はさら に 四 分の 五倍 だけに 增 

すわけ である。 

次に 問題になる の は F(H)uz(d, t)i, Kudy6du 

(sima)， Kuti(no sima) の 類で ある。 K と H は 日本語 

でも しばしば 転化す るから- J - では かりに 同じと 見て ■ 

次の ような 子音 分類 をす る。 すなわち (k,g,h,f) と (t. 



d, s, z) と を 対立させる と 子音群 数 は = 7 となる。 

この場合 N(cc) = 48 であって m = 9 (火山 名 略) であ 

るから ：R = 7.6 となる。 

次に は Yuwop Yuwao, Yufu を 取り 三つの 「硫黄」 

を 名と する 火山 を 三つに 数える と n = 5 となり、 子音 

数 9 とすれば 1^ = 5 X ^ 丄- 47 = 7.5 となる。 

以上の 場合に 得た R の 価 はいずれ も 1 に対して 相当 

多い ものである。 従って 単なる 偶然と 見る 事 は 少しむ 

つかしく 思われて 来る ので ある。 もちろん これらが 全 

部 関係が あると いう こと は 言われな いが、 これらのう 

ち 若干 は 連関して いるであろう という こと を 暗示す る 



かないで 採録して おく ことにする。 (外国 火山 名 はお 

もに ゥ オルフに よる。) 



第 一 表 

ァソ • アサ マ 型 

(本邦) (外国) I 

U 



Unsen, Unzen 

Unsy6 (阿蘇の 峰 名) 

ひ (が) 

^Rausu 

R^SVOW£l 



Bessan (白山の 一 峰) 

Kesamam 

As^kusa 

Asitaka 



Ashi 

Usisir (千島の 宇志 知) 

Asama 

Aduma, Azuns 

Samasana (火 焼 島) 

SJiumsliu 



Shimshir (千島の 新 知) 

Izuna, Idling 

udone 

Uson (カムチャツカ) 

Asson^sorL^ (マリアナ) 

Azuay (南米) 

Asososco (中米) 

Asur, Y^sowa, Yosur, Y〇sll£t 

(二 ュ ー へ プリ デス) 



ossar (ス マトラ) 

Azul (南米) 

Osomo ( グ ) 

Izalco (中米) 

Lesson (ニュ —ギニ ァ) 

Lassen (カルフ オル 二 ァ) 

Vesuvio (イタリア) 

Assatsciia (カムチャツカ) 

Askja (アイスランド) 



Ic^ral Aalss^m (r\ ン，^ ) 

F-as£lman TTel^men (ス マトラ) 

Pasema ( グ ) 

Soemoe (ス マトラ) 

Semeroe (、、ノヤ ヴァ) 

Soemt>in ぬ 广 ^ ) 

Semon ぬ kron i グ ) 

Gl^ samalan^a (ス マトラ) 

sam^s^te (中.^) 

Saba (西 インド) 



Etna (イタリア) 

(このほかの at-, ad- 型 略す) 

第一 一 表 

ッ ルミ • タラ 型 

(本邦) 



(外国) 

Turumi 

Daruma 

Torinoumi (鳥 海) 

CJlirip-oi 

p^t^r^be, Berit^rib6 



.Tanra (済 州 島) 

.Tori (鳥 島) 

TenryCt (白山 絶頂) 

Hutara 



Tjerimai てンャ ゥァ) 

Taroet> ( が ) 

Delamen ( ^ ) 

sullen Daroem£ln (サン キ) 

F-as£lman TTel^men (ス マトラ) 

.Talla-ma-wieg (ハルマ ヘラ) 

.Tulabug (南米) 

TTOlimsl 广中朱 ) 

T.010 (ハルマ ヘラ) 



T ひ rml ( w ) 

闩 aal (タ— ル) 

闩 alu (ス ンダ) 

闩 auro (サ ロモン) 

Toro (南米) 

T.§l§rep (ジャ ヴァ) 

Teleki (東アフリカ) 

闩 Elralsn (ハルマ ヘラ) 

闩 eloic (ス ンダ) 

Tulik (ァ リウ シャン) 

Telica (中米) 



闩 alang (ス マトラ) 

(ニュ —ジ —ランド) 

闩 alasiquin r、 ス— 刀—」 

Tultul (南米) 

H^^^^^ (中米 ，白 塔) 

Tjilering (ジャ ヴァ) 



このほかに まだ コマ. カンプ 型、 クジゥ 型お よび ィ 

ワウ 型が あるが これ は 今回 は 略し、 他日の 機会に 譲る 



マ J ととす る。 

この 表 中に ョ— 口 ツバ や アメリカ などの 火山が 出て 

来る の を 見て 笑う 人 もあろう と 思う が、 しかし 南洋 語 

と 欧州 語との 間の 親族関係が かなり 明らかにされ てい 

る 今日、 日本 だけが 特別な 箱入りの 国土と 考える の は 

あまりに おかしい 考えで ある。 これに ついては どうか 

私が 先年 「思想」 に 出した 「比較言語学 における 統計 

的 研究 法の 可能性に ついて」 を 参照され たい。 

また 言語学者の ほうから は、 私の 以上の 扱い方が 音 

韻 転化の 方 則な ど を 無視して いるで はない かとい う 非 

難 を 受ける かと 思う。 しかし グリムの 方 則の ような 簡 



単 明瞭な もの は 大陸で 民族の 大 集団が 移動し 接触す 

る 時には 行なわれる としても、 日本の ような 特殊な 地 

理的 関係に ある 土地で、 小さな 集団が、 いろいろの 方 

面から、 幾度と なく 入り込んだ かもしれ ない 所では、 

この 方 則 は あるに はあって も 複雑な ものであろう と予 

期す る ほうが 合理的で ある。 これ を 分析 的に 見つけて 

行く のが、 これからの 長い 将来の 仕事で なければ なら 

ない。 それで 私の 現在の 仕事 は、 そういう 方面への 第 

一歩と して、 一つの 作業仮説の ような もの を 持ち出し 

たに 過ぎない ので ある。 

以上の 調べの 結果で、 たとえば Asp Usu, Esan, 



Uson, Asur, Osore, Ossar 等が 意味の 上で 関係が ある 

と 仮定 すれば、 これ はいった い 何 を 意味す るかが 問題 

となる。 たとえば 南洋 エフ ァテの Aso (燃える) Asu ひ 

(煙る) サ モアの Asu (煙) や、 マレ— の Asa!- (煙) 

(マ レイで は 火山 は Gunong ^erasap すなわち 煙 山と 

も IfTunonTO t>er6!pi 火山と もレ、 つ Asap は Asmlma に 

も 通う)。 あるいはへ ブ リウの < M (火 " お g (煙 

る) < § (くすぶる) などが 示唆され、 これと 関 

係 ある アラビアの atana (煙る) から 西の ほうへ 

たぐって 行って イタリアの Etna 火山 を 思わせ、 さら 

に 翻って わが国の Iduna を 思わせる。 しからば これ 



はセミ テイク 系の 言葉 かと 思 つ ている とまた たとえば 

スキ— トの 説に よれば ギリシアの eusein (燃える、 焦 

げる) は インド ゲルマンの 理論 上の 語根 eus とつな が 

り、 アングロサクソンの Yslan (熱 灰) の 源で あり、 サ 

ンスク リットの 語根 (燃える) ともつな がると あ 

る。 アイスランドの 火山 Askja は 同国 古語の Aska 

(灰) であると すれば、 これ は 英語の ashes (灰) と 親 

類 だそう である。 そこで 今度 は 試みに 「灰」 を 意味す 

る 語 を 物色して みると、 サンスクリットに Bhasman, 

Bhuti が あるが、 この 前者 は Asama 後者 は Huti(Fuzi) 

を 思わせる。 頭の 子音 Bli と B を ドロップさせる のが 



おもしろい。 一方で わが国に Buson という 消火 山の 

あるの はなおお もしろ い。 白山の 一峰 を roessan とい 

うの もこれ に 類す る。 これ も B を 除去 すれば ァソ 型と 

なる ので ある。 また これに つづいて 考える こと は 

:Rasyowa の アイヌ 系の ものから 始めの 

R を 除き Lesson, Lassen から L を 取る とァソ 型に 接 

近す る。 これ も 興味が ある。 マ レイ 語から 語頭の L を 

除く と 日本語に 似る ものの 多い 事 はすで に 先覚者 も 注 

意した 事で ある。 その他に も 頭の 子音 を 除いて ァソ型 

になる もの wasp Daisen, Tyausu, Nasi! が ある こと 

に 注意したい。 しかし 私 はこの ような わずかの 材料 か 



仰ぎたい と 思って いる。 

(昭和 六 年 一 月、 郷土) 
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